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論文内容の要旨
本研究はヒトの視知覚活動において新たな注視点がどのように順次決定され，また視線移動を遂行す
るために，その担い手である眼球，頭部運動がどのようにコントロールされていくのかを明らかにしよ
うとしたものである。
研究ではまず刺激図形提示直後に生じる視線の第 1 移動を取り挙げ，提示図形，視作業内容等からど
のようにして最初の注視点が決定されるのかを検討した。提示図形，視作業内容等の違いによって視線
の第 1 移動は種々異なる乙とが予想され，視線のコントロールの仕方を検討するに多くの知見を与える
と期待されたためである。
具体的には表示面水平軸上の種々の位置に 2 視標を提示，あるいは表示面中心を中心とした対称な位
置に明るさならびに大きさの異なる 2 視標を提示し，最初にどちらの視標に視線が移動するのかを検討
したのであるが，その結果，視野中心により近い視標から見る，明るい視標から見る等，いくつかの規
則的な視標選択方法が存在することが明らかとなった。
また更に詳細な検討から，これら視線の第 1 移動においては，最終的な注視視標の決定は 2 視標の位
置関係等の刺激力学的な場の釣り合いよって機械的になされるが，単に刺激に対する受動的な反応では
なく，実験状況に応じて視標提示以前に視標選択の大まかな方向づけが行なわれていることを示すもの
であった。
以上の視線の第 1 移動にみられた規則的な視標選択方法は，網膜から機械的に次の注視視標を選択す
る機構と乙の機構に対するより上位の中枢からの実験状況に応じた機能修飾の 2 つから成るモデルによ
って説明する乙とができた。
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次に以上の視線の第 1 移動も含めた一連の視線移動において新たな注視点がどのように順次決定され
ていくのかを検討した。そ乙で、は表示面水平軸上に提示された 3 視標ならびに表示面全体のランダムな
位置に配置された複数視標に対する一連の視線移動を検討したのであるが，実験の結果，視線の第 2 移
動以降の各視線移動場面にも視標選択の規則性が認められる乙とが明らかとなった。
また乙れら各視線移動場面にみられた視標選択の規則性は視線の第 l 移動でみられた規則性と類似し
たものであったため，これら第 1 移動で明らかとなった視標選択規則の連鎖として一連の視線移動が記
述しうるかどうかを確認する目的から注視順序のシミュレーション・モデルを計算機上に構成した。結
果は，シミュレーションがヒトのそれとよく整合する応答を示し，一連の視線移動がこれらいくつかの
単位的な注視点決定規則の順次適用として記述しうることが示された。
また最後に，これら一連の視線移動の中でその担い手である眼球，頭部運動がどのようにコントロー
ルされているのかを検討したD 具体的には表示面の水平軸上に提示された単一ならびに 2 視標の識別視
作業時，あるいは文章黙読時の頭部運動を対象に，どのような場合に頭部運動が生起するのかを検討し
たのであるが，その結果，頭部運動はヒトが表示面への視標，文章の提示の仕方に対応して作り出した
仮想の視作業空間座標系を基準として，その周辺への視線移動の場合に生起する傾向にあり，頭部運動
のコントロールは眼球，頭部，体幹等の物理的な身体座標系を基準としていないことが明らかとなった。
視標，文章提示の枠組を考慮して頭部運動がコントロールされているとの結果であり，高次の空間知
覚中枢の中で頭部，眼球が組織的にコントロールされている乙とが明らかとなった。
論文の審査結果の要旨
本論文は，ヒトの視知覚活動における視線移動ならびにその担い手である眼球，頭部の制御のメカニ
ズムに関する研究をまとめたもので.視覚刺激に依存する面とヒトの意志による面の連関を主題として
いる。
刺激として英文字を用い，その位置・大きさ・方向・明るさによって，第 1 視線移動がどのように決
定されるかを調べ，近傍選択機構が存在し，方向・大きさ・明暗は，乙の機構への修飾パラメータとし
て働くことを示した。次いで 3 文字の順次注視を調べ，ここでも， 1 次移動で用いられている規則がく
り返し適用される乙とを，計算機シミュレーションも援用して明らかにした。
本論文の後半は，眼球，頭部運動の協調関係を明らかにするための実験と考察にあてられている。
まず，英文字を視標とする実験において，頭部移動量と最大速度の関係が直線性をもっ乙とから，視標
iζ向つての頭部運動に要する時間が一定なこと，したがってこの場合の頭部運動はあらかじめプログラ
ムされている可能性のあることフまた，頭部移動量と視線移動量の聞に特定の関係のないことから，視
線にひきずられるのではなく，まず，頭部の向きがきめられると推定している。その際，基準となる空
間座標は，眼球，頭部，体幹などの身体座標系ではなく，視標表示面を知覚し，その座標系を基準とし
ている可能性を示している。さらに，英語および日本語の短文を目読する作業での頭部の第 1 移動が，
? ???A斗占
文章の長さや提示位置を勘案した妥当な位置をとることからも，視標表示面座標系を基準とする考え方
が正しいと結論づけている。
本研究は，従来，心理学でいわれていた空間知覚中枢 (EGO センター) の必要性を具体的に示した
もので，視知覚作業での人間工学的な問題の基礎的研究としても位置づけられる。
よって，博士論文の価値あるものと認める。
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